
令和２年度 千葉県男女共同参画推進連携会議全体会・ 

女性活躍推進特別部会合同シンポジウム開催要項 

 

千葉県男女共同参画課 
 
１ テーマ  「家事シェアで夫婦円満」 

２ 事業の目的 

女性の活躍には、男性の暮らし方や意識も改革することが不可欠であるが、本県に

おける男性の暮らし方・意識改革に向けた具体的な取り組みは遅れている。そこで本

年度は、「家事シェア」をテーマとして、メインターゲットの子育て世代の男性・女性

に加え、シニア世代の意識も変えていくことを目的にシンポジウムを行う。 

３ 主  催  千葉県男女共同参画推進連携会議・千葉県 

４ 対 象 者  男女共同参画推進連携会議加入団体／傘下 加盟団体 

各市町村男女共同参画担当者  男女共同参画推進本部幹事会幹事 

男女共同参画地域推進員    一般県民 

５ 実施日時  令和３年２月２８日（日） 午後２時～午後４時３０分 

６ 参加人数  ２００名程度（構成員に加え、一般県民も広く参加可） 

        ZOOMウェビナーによるライブ配信のみ 

７ 日程及び内容 

１３：３０～１４：００ 入室 

１４：００～１４：１０ 主催者挨拶等 

１４：１０～１５：１０ 第１部 講演「家事シェアで夫婦円満！」 

＜講師＞川島章良氏（お笑い芸人 はんにゃ） 

１５：１０～１５：２０ 休憩 

１５：２０～１６：２５ 第２部 パネルディスカッション 

「夫婦はチームメイト！家事シェアで一致団結」 

   コーディネーター  林田香織氏（wonderLife LLP （ワンダライフ LLP)代表） 

 パネリスト     川島章良氏  

          滝村雅晴氏（パパ料理家 株式会社ビストロパパ代表取締役） 

           ＊男性の家事・子育てへの参画促進に向け、各世代の男性と

女性によるパネルディスカッション 

 



【講師プロフィール】 

川島 章良氏（かわしま あきよし） 

職業：お笑い芸人（吉本興業 はんにゃ）  

特技：離乳食インストラクター1 級、幼児食インストラクター、だしソムリエ 1 級、食

育アドバイザー、おひるねアート講師、ベビーサインパパアドバイザー講師、お

弁当学マスター認定講師、入浴アドバイザー、ダイエット検定 2級、和ハーブ検

定、こども成育インストラクター 

３２歳の時に結婚前に行った健康診断でがんが見つかり、妻とともに闘病生活を送る

こととなった。妻の出産後は、離乳食インストラクターなど８種類の子育て関連資格を

取得し、積極的に家事・育児に携わっており、子育てやがんについての講演会も行って

いる。 

 

【コーディネータープロフィール】 

林田 香織氏（はやしだ かおり） 

ワンダライフ LLP代表、NPO法人ファザーリング・ジャパン理事 

千葉県男女共同参画推進懇話会委員（令和２年度～） 

日米の教育機関において、長年にわたり日本語教育（高校・大学・ビジネスマン向け）

に従事。8年の在米期間を経て、2008年帰国、2009年独立。 

自治体、企業において、両立支援セミナー、育休前・復帰前セミナー、配偶者向けセ

ミナー、夫婦向けコミュニケーションセミナー、女性の社会復帰セミナー等の講師を多

数務める。また、管理職に子育て社員の現状と声を伝える「イクボスセミナー」も人気。

受講者が自分自身や他の受講者とのコミュニケーションを通して現状を把握し、自身に

落とし込み、変化を経験し、家庭のコンフリクトを改善することで、職場におけるモチ

ベーションの向上を計る。 

プライベートでは、九州男児の妻、三人の男児の母。 

お茶の水大学修士（ジェンダー社会科学生活政策・家族社会学） 

1999年 Brigham Young University 第二言語習得学修士（MA in Second Language 

Acquisition/TESOL Graduate Cert.） 

 

 

 



【パネリストプロフィール】 

滝村 雅晴氏（たきむら まさはる） 

 パパ料理家 株式会社ビストロパパ代表取締役 

パパの料理塾主宰／日本パパ料理協会 会長飯士 

農林水産省食育推進会議 専門委員／大正大学客員教授 

 千葉県版おとう飯レシピコンテスト審査委員長 

食育、男女共同参画、WLB、働き方改革を、男性の家事料理参画を推進する、日本で唯

一のパパ料理研究家として活動。 結婚当初は、仕事外食三昧で料理をしたこともなかっ

たが、長女の誕生をきっかけに料理に目覚め、家族のために作る料理をパパ料理と定義

し、パパ料理研究家として独立起業。 男性の家事参画を通した女性の社会進出を進める

なか、2011 年最愛の長女が難病に。翌年 8 歳で天国に旅立った。「家族で食卓を囲む回

数は有限なんだ、 家族がトモに食事ができることは当たり前ではない」ことを世に伝え、

食卓の笑顔を日々増やし、オヤジの味を文化にすることを目指している。 


